
特集 オフィスオートメーションシステム
u.D.C.る51.011.54/.5る:ム81.322

オフィスオートメーションの背景と展望
OfficeAutomation.Backgroundand GeneralView

ここ数年,OAについての僕トL､か高まっており,ブームとなっている｡

OAはオフィスの単産性向_卜運動とも言うべき概念であって,新しい帖代の淵‖充

である｡

本稿はOAの背景及びOAのビジョンについて概説し,次にOAのあリノJ,技術動

｢rjJC乃考え方と開発課題などについて展望する｡

m 緒 言

ニニ数年OA(オフィスオートメーション)は,産業界を中心

とLてあらゆる分即･で大塊≡なブームとなっているが,OAの

概念については,まだ固定Lていないのが現状である｡しか

し,あえてOAとは何かを巧‾えてみたとき,OA♂)三右義として

M.D.Zismanl)の｢OAは,従来のデ【タ処理技術では扱いに

くかった非常に大量で,しかも構造が不明確な業務に対して,

コンピュータ技術,通信技術,更に行動科･学を適絹すること

を意味する｡+という定義が挙げられるこつ ここで,OAという

ものに対Lて行動科･学を適用するということは,どういうこ

とであろうか｡

企業でのコンビュ【タンステムの使われ方とLては,=動

制御システムと情報処理システムの∴つに大別できる｡この

うち日動i別御システムは,図1(a)に示すようにコンピュータ

と被制御機貨旨がつながっており,人間は,コンヒュ一夕シス

テムのループの外に位置している｡一方,情報処押システム

は,向同(b)にホすように端末などを過して人間とコンヒュー

タが相対しており,二こでの人｢壬与jは,コンビュー一夕システム

を構成する重要な要素となっている｡

システムをぢ▲える場合,そのシステムを偶成する各々の要

素についてぢ▲えることは当然のことであり,オフィ スでのシ

ステムを巧▲える場合,その構成要素である人間,そして八田J

の行動について考▲えなければ良いシステムは作れない｡

次に,今日のOAとかつてのMIS(Man昭ementInformation

System)とでは,概念的にどう違うのであろうか｡OAは,事

荷の生産性を向上するものであり,その特徴的表現として,

ぺ-一パMレスオフィスを提r唱している｡MIS時代にもビジネ

スオートメーションというような概念が存/t三していたのであ

るが,そのシステムゴールでは,OAもMISも本質的には追い

がないと考▲えられる｡

B OAブームの背景

今日,これほどまでにOAブームか起二ってきたのは,な
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図l 企業でのコンピュータシステムの使われ方 自動制御システ

ムでは,人間はループの外であるが.情報処理システムでは,コンピュータと,

人間が相対しており,構成要素の一つとなっている｡
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ぜであろうか｡.いろいろと月拍寸は名▲えごJれるか,まず一つに

は,日本綿捕のおかれた北枕か挙げられる｡節一二jくオイルシ

ョックを製法道ライ ンの】'1動化などでどうにか乗り切ノ1たもの

の,節二次オイルショック以降,先行.きの不安才盛,人什ノ∠l～の

高騰,ホワイトカラーの増加など経常を仔泊する要】人Jが呼号L

てきたことによって,どのようにしてもっと悦価を什もぎ域する

かということが問越となってきたのである､〕一木ll三lのあるi洞

奄藤ノによれば,一拉近の10年間で濃紫では185%,生碇+兎場では

90%それぞれ生産性が｢r】J卜したのに対して,オフィ スでの′‾卜

産件の向上は,わずか4%にすぎないと言われており,オフ

ィ スでの_七産作巾+_卜のノと､要′作がOAのルーツと言ってよい

次にシステムの作り方の問糧が挙げノブれる｡ここ数年の研

究の結果,システムを作る側の論理とシステムを使わされる

人の意識とが維れていたことか問題であるということか叩い二〕

かになったと言われている｡すなわち,今までのシステムは,

∈引1【】′家主噂で構築されたもので,使わされる側の瑞+滋や息妄誠

について探く考‾えられていなかった(つ そのために,システム

と人F苗Hユーザー)との援点が多分にコンピュータ1寄りであり,

使わされる者(ユーザー)にとっては,大変不都合に言如l一され

ていたのではなかろうか｡それでほ,どのようにLたJ〕エン

ドユーザーに喜んで使ってもJ)えるシステムを作れるのであ

ろうか｡それには,エンドユMサーイj身♂)手によってシステ

ムを組み卜げていく,つまりオフィスの_呪場が【二=〕参L由jL,

l′い-フの力でシステムを作っていく,いわゆるボトムアソフで

システムを梢築していくことか重要であって,二れがOAの王■亡

髄であるといってよし､｡要するに,OAとは人衆(エンドユー｢

サーー)のものであって,尊l-1+`家のものではなし､のである._.

6】 OAの視点

OAを巧▲える視′･.】土として,長安なことが二つある【=】一つは,

コンヒュ一夕の素人が使う という ニヒである｡コンヒュ一夕

の技術が発j圭するにつれて,できればプログラミングしなく

てい角むような,イージープログラミングやソフトウェアノ､

･ソケージを使って什車を行なう
というのが､OAグ)一l且愁であ

る(1コンヒュ一夕を,素人がl′1111にイか日Lていこうという,

今までとは逆の方向になってきたのである.-.二れは,OAを貼

るときグ)一つのポイ ントである.､

もう-一つは,新しい適ナ∴である..いろいろなOA機器かJJ二い

に結びつくことによって,ホストコンヒュ【タを含めた多角

｢】勺なネ､ソトワークが形成される｡､それか1†菜内にとど圭⊥'〕ず､

企業外の各稚のシステムやデー一夕ベース､如に岨ド祭的なネッ

トワークとも接続される叶能什も出てくる｡圭た,伝送きれ

る肺報にしても,数伸二帖報だけでなく百八†享=fラ,イメージ
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る情報にLても,数値情報だけでなく音声,1ヌⅠ形,イメーlジ

などの各種の情報まで扱えるようになるであろう｡Lかし､

このようになるには,まずOA機器相互がつながったあとにま
だ多くの問題がある｡OA機器相互がつながるまではフィジカ

ルな接続であり,OA機器相互の通信は,更にプロトコルをは

じめとするもろもろのコートやソフトウェアの問題を含めたロ

ジカルな通信であると言える｡OAは,フィジかレとロジカル

を統合した新Lい通信か発達して,はじめて達成されるので

ある｡そして,そのような新しい過信か実現すると,オフィ

スワークの様相が一変Lてくる｡OAを考一えるに当たり,二

のような族望の_卜に立つこと‾が必要なのである.｡

亡1 0Aの将来

1970年代に情報処理の世界で起二った三人イベントは,

(1)LSIの発達,(2)街見通イ言,(3)l口】線開放,である.｡

まずLSIの発j童であるが,二れは､1チップコンピュータ

が出現してきたことであり,それが一身折ヒ会に普及Lたニヒ

である｡衛星通信は,距離とコストが無関係になるばかりで

なく,国境というもののもつ意味が変わってくるということ

である｡そLて,回線開放を支えるのがコンピュータとコミ

ュニケーションの技術であり,これらの技術が融合しなけれ
ばならない｡既にアメリカでは,コンヒュニケーション(C｡m■

punication),フランスでは,テレマティーク〔Telematique)と

いう言葉ができている｡二のような動向は,オフィスだけで

なく一家庭へも浸透しつつあり,言うなればこれが第3の波で

あり,OAの将来である｡

田 OAの課題

二れからのOAに期待するものは,どのような機能であろう

か｡H.L.Morgan2)は,二大の五つを挙げている｡

(1)コミュニケーション(通信)

(2)情報の取得､蓄積,検索

(3)チータアナリシス,デシジョンサポート

(4)パーソナ′レアシスタント(秘書的業務)

(5)タスクマネジメント

ニのうち(1ト(3)までは,OAに限らずオフィスでは,鵜本的な
機能である｡また,H.L.Morganは,上記の五つの機能を実現

するには,以下のノ(つの課題について研究することが重要で

あると述べているて_)

(1)ユーザ【インタフェースの問題

(2)機能の統合化

(3)インチリンエンスの分散(分散処理)

(4)テレコミュニケーション(情報通信)

(5)組織,社会への吊き繁

(6)知識の管理

我が国でのOAを考えた場合,【二記の課題のはかに我が同特

有の課題が存七三する｡

(1)日本語の入力の問題

日本語は,横手をはじめとして催用する文7:数,文字種類

が多いために,一笑･数字に比べて機器への入力方法が複雑に

なってしまう｡いろいろな人力方法が実用化されているか,

更に効率の良い方法の開発が望まれている｡

(2)日本語のあいまい件

日本語を処理するとき,日本語自体のあいまい性に起附す

ることをどのように処理するかは,重要な問題である｡

(3)ファイルを巡る問題

OAグ)主な対象は,文書情報主体の部分であl),ファイ り

ングは,オフィスでの重要な要素である｡我が国は,枕木諸

上司に比べ雇用形態の相違などによっていわゆるJob Statusか

明快でなく,ファイリングシステムの発達が遅れたことなどに

よって,ファイルは個人的なものになりがちである｡二のよう

なフ7イルを,従来感覚でのあいまいなキーワードで検索可能

なコンピュータシステムができるまでは,ファイルを真に有効

に利用するためのシソーラスの開発が,大きな課題である〔

(4)デシジョンメーキングの解析の必要性

我が国の組織でのテ■シソョンとし､うのは､稟議や根回しな

ど独特なものがあり,二ういうものとコンピュータシステム

かどのようにかかわり合いをもつかが､大きな問題である｡

二れは,オフィ スでグ)最も重要な問題の一つであるにもかか

わごっず,まだほとんど議論されていないのが現状であるしつ

l司 OAの具体的展開

(1)フゝロセソシング

従来のコンビュ丁タは,主にチータの7∪ロセソシングを行

な/ンてきたが,/今後は,‾文吉,画イ象,芹声などのプロセッシ

ングの韻城も実用化されるであろう｡また,集11処理かJ)分

散処理へ椎行してゆく｡Lたがって,コンピュータを使用L

て,従来八倒か机上で行なっていた作業を軽減する機器,い

わいわる電‾戸車務仇とでい､うべきものが,今後のオフィスの

標準装備になると思われる｡

(2)フ1,イル

ニれには,駐中化された-jヒ通ファイルと個人レベルの分散

フ7イルが必要であるr)これらは,前述したように,シソー

ラスの開発と整備が最も重要なことである｡

(3)ネIソトワMク

OA機器間相互の通信や通信技術の発達に伴い,新しい適

イi言とLて一段とネットワーク化が進んでくる(〕

血 システムの特性

システムというものには,二つの大きな特性がある｡一つ

はあし､まい件であり,もう一つは偶作である｡

あい蓋い性とは,システムを表現する場合,はっきりとど

こからどこまでが,二のシステムであると説明することがで

きない,というようなことである｡

個性とは,どのようなシステムを見ても,一つとして向じ

システムかないということである｡

l司 結 言

これからグ川‾一心は,ソフトウェアである｡ユ【ザmが違え

ばソフトウェアも違う｡､しかL,今までと同様に,オーダー

メードでソフトウェアを作っていたのでは,コスト高になっ

てL圭う｡Lたがって,どのようにしてシステムを安いコス

トで作るかが,OAの大きな命題である｡そのためには,ソフ

トウェアバツケーーンだけではうまくゆかない｡やはり,エン

ドユーザーに近いところで,簡単にシステムが構築できる新

Lいソフトウェアの開発が重要である｡

OAでは,イ【ジーオーダMでシステムを作るソフトウエア

とハMドゥェアにまたがる仕掛け,とりわけソフトウェアの

比重が大きくなってきた｡パーソナルコンピュータは,二の

ような要求を支えるものとして出現してきた｡そしてOAで

は,これらグ)ものが自律分散システムを形成するように展開

してゆくであろう｡これJブのことを総合して人間のためにな

るようにするのが,Humanicationである｡これは,Human

(人間)とCommunicationとComputerを合成Lたもので,人間

のためのコンピュニケーション(Compunication)なのである｡

そLて,Humanicationのネットワークによる広がりが,今後

の重要な課題となろう｡そのためには,ソフトウエアをはじ

めとLた知識産業の振興か必要となり,更に国際化がいっそ

う重要になってくると思われる｡現在は,50年に一度の技術

変化のうねりの中にあるのである｡

参考文献

1)M･D･Zisman:Office Automation Revolution or Evolution?,

2) H.L.Morgan:Research and Practicein Office Automa-

tion,IFIP,1980

3) 尾関:コンヒュニケーションと人間機能の云弼和自立分散,｢ヒ

ニー･-マニケーション+ニそOA､OA情幸艮,83夏号

4)尾側:OAT【ムの背景と展亡望,情報処理,22,No.9(56-9)




